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I.  事業の概要 

 

研究・試験事業をはじめとする事業活動は環境、エネルギー、交通安全問題への対応、研究成

果の内外への積極的発信、公益法人制度改革への適切な対応を基本方針として諸施策を実施した。 

 年度後半には自動車産業界の経営環境の急速な悪化により、研究所にも受託研究・試験の減少

などの影響が及んだが、経費節減などを緊急的に実施して対応した。 

 

1) 研究・試験事業については、政府方針や社会ニーズを注視して、エネルギー問題への対応、

地球温暖化防止、環境負荷低減、交通事故件数の削減および事故被害の軽減、予防安全、衝

突安全性評価、自動車の利用環境向上の研究などの分野について重点的に実施した。 

 

2) 大型研究設備整備の一環として、最新鋭の全周囲視野ドライビングシミュレータおよび模擬

市街路の第二期分を完成させた。 

 

3) 環境及び品質マネジメントシステムに係る審査を通して、自動車関連企業の効果的な事業活

動に貢献すべく、審査登録事業を実施した。 

 

4) 自動車産業界共通ネットワーク（JNX）の運営管理及び普及活動を（社）日本自動車工業会、

（社）日本自動車部品工業会と連携して実施した。 

 

5) 所報「自動車研究」、ホームページの活用、各種フォーラム・シンポジウムなどを開催して

情報の開示を積極的に行った。 

 

6) 公益法人制度改革の動向を的確に捉え、研究所の移行すべき法人を特定するために種々の分

析・検討を行った。 

 

7) 「JARI 2020 年ビジョン」をとりまとめるとともにビジョンを実現するべく所内に長期運営

方針策定 WG を設置し、長期運営方針案を策定した。 

 

 

II.  組織運営 

 

当研究所運営のための構成は、 

   （１）役員名簿、 

 （２）評議員名簿、 

 （３）組織図、に示すとおりである。 
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III.  研究・試験事業 

  

 研究・試験事業については、「次世代自動車・燃料イニシアティブ」や「第 8 次交通安全基本

計画」などへの貢献、アジア地域への環境政策提言さらに自動車社会の諸課題に関する関連産

業界、学会を含めた社会からの幅広いニーズに応えるため、以下の分野について重点的に実施

した。 

 ◇環境・エネルギー 

  ・エネルギー問題への対応 

  ・地球温暖化防止 

  ・環境負荷低減 

  ・アジア地域への環境政策提言 

 ◇予防安全・衝突安全 

  ・衝突安全性評価 

  ・交通事故件数の削減および事故被害の軽減 

  ・予防安全対策・評価 

 ◇ITS（高度道路交通システム） 

  ・エネルギーITS 

  ・自動車の利用環境向上 

 

１) 分野毎研究活動 

a) 環境・エネルギーに関する分野では、「燃料電池自動車、ハイブリッド車、各種燃料など地

球温暖化防止とエネルギーセキュリティの確保に関する研究」、「自動車排気の低公害化と

大気環境の改善に関する研究」、「自動運転、隊列走行に必要な技術の開発」などを行った。 

 

b) 予防安全・衝突安全に関する分野では、「各種手段による予防安全対策やその評価に関する

研究」、「ドライバ特性や事故メカニズムの解明の研究」、「人体の損傷メカニズム解明のた

めのインパクトバイオメカニクスに関する研究」、「歩行者保護、前面・側面衝突など各種

衝突試験法に関する研究」などを行った。 

 

c) ITS に関する分野では、「エネルギーITS に関する研究」、「次世代ロボット知能化技術の研

究開発」、「自動車の電子技術基盤強化に関する研究」などを行った。 

 

d) 自動車全体に係る分野では、より広範囲でグローバルな視野から自動車産業やエネルギー

の課題を克服すべく「自動車の社会経済学的研究」、「発展途上国に対する環境改善技術・

政策の研究」などを行った。 

 

２) 自主研究への取り組み 

中長期研究事業計画において重点分野として設定した 
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 ・エネルギー問題への対応と地球温暖化防止 

 ・交通事故件数の削減および事故被害の軽減 

 ・ITS・情報通信機能の高度化による自動車の利用環境向上 

の分野について、将来のコア研究領域に育てるべく、人材、研究設備などを重点的に投入し、

研究を加速させた。 

 

３) 諸官公庁への対応 

諸官公庁からの要請に対して、以下の研究、試験、調査活動を行った。 

 

◇ 経済産業省関連（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、他関連機関を含

む） 

「燃料電池自動車の実証試験および基準・標準化に係る研究」、「次世代自動車用高性能

蓄電池基盤技術の研究開発」、「エネルギーITS 推進事業」、「次世代ロボット知能化技術開

発」、「次世代自動車の総合評価技術開発」、「低燃費、超低エミッションディーゼル燃焼

システムの研究開発」、「東アジアの環境改善に関する研究（ERIA プロジェクト）」ほか 

 

◇ 国土交通省関連（独立行政法人 自動車事故対策機構、他関連機関を含む） 

「地域のニーズに応じたバス・タクシーに係るバリアフリー車両の開発」、「自動車アセ

スメント情報提供業務に係る安全性能比較試験」、「ASV（先進安全自動車）の開発・普及

に関する調査」、「自動車の予防安全装置の効果評価に関する研究」、「自動車安全対策の

マネジメントサイクルの推進調査」、「自動車排出ガス量測定業務」ほか 

 

◇ 環境省関連 

「新たな特殊自動車の排出ガス試験法導入調査」ほか 

 

◇ 警察庁関連 

「交通事故鑑定専科」ほか 

 

◇ 独立行政法人 国際協力機構 

「環境保全のための自動車技術研修」 

 

◇ 財団法人 交通事故総合分析センター 

交通事故実態の調査活動に協力するとともに、この活動を通して得られる知見を関連研

究に活用できるように努めた。 

 

４) 標準化活動および学会活動 

自動車基準認証国際化研究センター、自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業界に関

連する国内外の各種標準化活動のほか、（社）自動車技術会、（社）日本機械学会など関連す

る学会活動に積極的に参加し、情報の収集、研究成果の発信に努め、自動車技術の進展に寄
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与した。 

 

５) 国際活動 

先進諸国の研究機関との共同研究をはじめとして種々の研究交流を行うとともに、発展途上

国の自動車に関わる行政施策策定への支援を目的に、研修生の受け入れや技術支援を行った。 

 アジア諸国でのモータリゼーションの急速な進展に伴う環境問題、安全問題の悪化に対し

て、ラウンドテーブルやワークショップを開催して持続可能な自動車社会の実現に寄与する

とともに、中国や韓国の研究機関、大学等との連携を積極的に推進した。 

 その一例として経済産業省他日本と中国の関連団体の共催による第 3 回日中省エネルギ

ー・環境総合フォーラムが平成 20 年 11 月に開催され、中国汽車技術研究中心（CATARC）と

当研究所が共同で進める「日中省エネルギー・環境ビジネス推進モデルプロジェクト」が日

中間で合意され、省エネルギーの具体策を検討することになった。 

 

平成 20 年度に国内外において発表した論文等は、「平成 20 年度所外発表論文等一覧」に示

すとおりである。 

 

 

IV.  研究施設・設備などの整備と運用事業 

 

  中長期研究事業計画と連動して策定した中長期設備計画に沿って、研究施設・設備などの取

得、更新、改修、および使用頻度の低い設備機器類の廃棄を実施した。 

 

１) 大型研究設備整備の一環として、予防安全技術研究のための最新鋭の全周囲視野ドライビン

グシミュレータおよび模擬市街路の第二期分を完成させた。 

 

２) 電動車両の台上試験法研究を推進するため、電動車両用４輪駆動シャーシダイナモメータを

整備した。 

 

３) 城里テストセンターの運営にあたっては、利用される方々の利便性を考慮した体制並びに設

備を充実させたが、自動車産業界の経営環境の悪化に伴い、試験コース全体の稼働率は低下

した。 

 

 

V.  審査登録事業 

 

環境（ISO14001）及び品質（ISO9001）マネジメントシステムに係る審査を通して、自動車関

連企業の効果的な事業活動に貢献すべく、審査登録事業を実施した。平成 20 年度の初回審査は、
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環境で 21 件（目標 60 件）、品質で 6 件（目標 30 件）と厳しい結果になった。昨今の急激な経済

環境の悪化により、認証取下げが増加したこともあり、環境の全登録件数が 617 件（前年比－12

件）、品質の全登録件数が 150 件（前年比＋3 件）となり、初めて合計で前年比マイナスとなっ

た。ISO9001 が改定され、ISO9001：2008 が発行されたので、移行審査体制を整えるとともに、

登録組織への説明会を 4回実施した。。 

 

 

VI.  ＪＮＸ事業 

 

 自動車業界共通ネットワーク（JNX）の運営管理及び普及活動を（社）日本自動車工業会、

（社）日本自動車部品工業会と連携して実施した。平成 20 年度はこれら諸団体と連携し次世代

JNX の企画構想活動を実施し、その最初のサービスとして中小企業でも利用可能な、簡便で安価

でかつセキュリティの高い JNX－LA（ライトアクセス）が企画された。平成 21 年 10 月サービス

提供を目指し準備に着手した。次世代 JNX のその他のサービスに関しては具体化検討を今後も継

続する。普及活動としては、利用社数は部品メーカーのサービス店の大量加入があり前年度に比

べ 537 社と大幅に増加し、2、205 社となり目標を超えた。 

 

 

VII.  広報活動 

  

 研究成果を社会に還元して安全で環境に優しいクルマ社会の構築に貢献するため、以下の広報

活動を実施した。 

 

１）平成21年2月に、革新的ITSによる低炭素社会の実現に向けた「エネルギーITSシンポジウ

ム」を経済産業省とともに開催した。 

 

２）定期刊行物である「自動車研究」やインターネット上に開設している「ホームページ」を用

いて、研究成果や研究所の活動内容全般について公表し、情報開示に努めた。 

 

３）研究活動の成果について、自動車技術会、日本機械学会、SAE その他関係する国内外の学会

などにおいて発表するとともに、研究・調査の成果を関連機関の広報誌などに投稿し、広く

一般に積極的に公表した。 

 

４）研究成果ならびに研究者の知見を活用し、交通安全の向上ならびに地元市民との交流を深め

るために、一日安全運転教室を開催し、安全教育活動を実施した。 
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５）従来どおり「JARI-RB 審査ニュース」を毎月刊行し、幅広い企業に対し、環境および品質マ

ネジメントシステムに関する各種情報の提供に努めた。 

 

 

VIII.  その他の運営活動 

 

１) 品質マネジメントシステム（ISO9001）をツールとして研究・試験の質の向上ならびに研究

報告書や試験成績書の質の向上に取り組んだ。さらに、国やその関連機関からの受託事業、

補助事業などについては、監査法人へ委託して外部監査を受け、事業内容や業務処理方法に

対する信頼性のさらなる向上を図った。 

 

２) 公益法人制度改革における当研究所の移行すべき法人の検討に資するため、公益認定等委員

会の審議状況や認定・認可の申請状況を把握するとともに、類似する他の財団法人等との情

報交換を実施した。また、研究所内に公益法人改革検討委員会を設置し、この委員会におい

て、研究所の運営形態から見た公益法人・一般法人に対する将来の得失について検討すると

ともに、収支相償、遊休財産額、公益目的事業比率の３つの公益認定基準について、平成 18

年度及び平成 19 年度の決算情報に基づいて分析し、公益法人への移行の可能性を検討した。 

 

３) 2020 年時点での研究所のあるべき姿を表現した「JARI 2020 年ビジョン」を取りまとめると

ともに長期運営方針策定 WG を設置し、ビジョンを実現するための方策を所内でまとめた長

期運営方針案を研究所長に答申した。答申された長期運営方針案を踏まえて、長期運営方針

を平成 21 年度にまとめる。 

 

 

IX.  財務 

 

 収入面では、官公庁、自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業界に対して、受託研究・

試験事業の積極的な働きかけを行い収入の確保を図った。官公庁受託研究は当初予算を上回る収

入となったが、年度後半からの経済悪化の影響を受け、一般受託研究・試験収入の大幅な減少と

損傷負担金等収入が減少となった。この未曾有の経営環境悪化に対応するため、人件費および経

費の削減を実施するとともに不要不急の設備投資の取りやめや実施延期などの施策を展開した。

その結果、収支上での悪化を抑制した上で研究設備等更新引当金を積み増すことができた。 
 なお、移設プロジェクト特別会計の事業終了に伴う残金を本会計に繰り入れた。 
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(2) 評議員名簿 


 


評議員（145 名） （平成 21 年 3 月 31 日現在） 


会 社 名 役 職 名 氏 名 


いすゞ自動車㈱ 取締役専務執行役員 月 岡 良 三 


川崎重工業㈱ 常務取締役 丹 波 晨 一 


スズキ㈱ 常務役員 小 杉 昭 夫 


ダイハツ工業㈱ 前相談役 東   孝 司 


トヨタ自動車㈱ 代表取締役社長 渡 辺 捷 昭 


日産自動車㈱ 取締役副社長 山 下 光 彦 


日産ディーゼル工業㈱ 代表取締役社長 竹 内  覚 


日野自動車㈱ 技監 鈴 木 孝 幸 


富士重工業㈱ 専務執行役員 鷲 頭 正 一 


本田技研工業㈱ 取締役相談役 吉 野 浩 行 


マツダ㈱ 取締役専務執行役員 金 井 誠 太 


三菱自動車工業㈱ 常務取締役 相 川 哲 郎 


ヤマハ発動機㈱ 執行役員 鈴 木 正 人  


（社）日本自動車販売協会連合会 会長 天 野 洋 一 


いすゞ自動車販売店協会 会長 金 井   昭 


スズキ自動車販売店協会 会長 本 間 英 典 


全国スバル自動車販売協会 会長 塚 原  穣 


全国マツダ販売店協会 会長 横 井  久 


ダイハツ自動車販売協会 会長 前 田 道 裕 


トヨタ自動車販売店協会 理事長 守 川 正 博 


日産自動車販売協会 会長 土 肥 啓 作 


日産ディーゼル販売協会 会長 中 谷 健 夫 


日野自動車販売店協会 会長 小 林 紀 男 


ホンダ自動車販売店協会 会長 村 瀬 洋 介 


三菱自動車販売協会 会長 西 原 興一郎 


三菱ふそう自動車販売協会 会長 武 藤 幸 規 


愛三工業㈱ 常務取締役 佐 藤 充 功 


アイシン精機㈱ 取締役副社長 藤 森 文 雄 


曙ブレーキ工業㈱ 取締役専務執行役員 西 垣 順 充 


㈱浅野歯車工作所 取締役相談役 浅 野 總一郎 


市光工業㈱ 取締役社長 市 川 侑 男 


ＮＯＫ㈱ 代表取締役専務 高 島 良 郎 


㈱カーメイト 取締役会長兼社長 村 田 隆 昭 


河西工業㈱ 取締役会長 藤 田 善 三 


カヤバ工業㈱ 取締役会長 小 澤 忠 彦 


カルソニックカンセイ㈱ 技術顧問 山 縣 秀 司 


㈱神菱 取締役社長 小 西 康 夫 


㈱小糸製作所 専務取締役 鈴 木 俊 治 


三桜工業㈱ 設計技術部部長 海 塩 光 男 


ジョンソンコントロールズオートモーティ


ブシステムズ㈱ 


代表取締役社長 クリストファー・ 


エドワード・カウチ 


スタンレー電気㈱ 執行役員 豊 玉 英 樹 


住友電気工業㈱ 監査役 海老原 嬉 男 


太平洋工業㈱ 取締役社長 小 川 信 也 


㈱デンソー 常務役員 鎌 居 健一郎 


トピー工業㈱ 取締役社長 清 水 良 朗 


東海ゴム工業㈱ 取締役社長 成 瀬 哲 夫 


東京濾器㈱ 取締役社長 大 野 光 政 
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会 社 名 役 職 名 氏 名 


㈱ティラド 取締役社長 嘉 納 裕 躬 


㈱ハイレックスコーポレーション 代表取締役社長 寺 浦  實 


日本精工㈱ 取締役代表執行役専務副社長 町 田  尚 


日本特殊陶業㈱ 代表取締役社長 加 藤 倫 朗 


日本発条㈱ 代表取締役会長 佐々木 謙 二 


日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長 吉 永  汎 


㈱日立製作所 執行役常務 本 田 恭 彦 


プレス工業㈱ 代表取締役会長 並 木 彰 一 


㈱ボッシュ 専務取締役 押 澤 秀 和 


㈱ミクニ 取締役 林 田 正 弘 


三菱電機㈱ 役員理事 南 畝 通 泰 


矢崎総業㈱ 取締役会長 矢 崎 裕 彦 


㈱リケン 取締役社長 小 泉 年 永 


愛知機械工業㈱ 取締役社長 石 崎 義 一 


関東自動車工業㈱ 相談役 内 川  晋 


岐阜車体工業㈱ 顧問 栗 田 鬨 雄 


トヨタ車体㈱ 相談役 久保地 理 介 


日産車体㈱ 取締役社長 高 木  茂 


ジェイ・バス㈱ 代表取締役社長 吉 村 太 郎 


彌榮精機㈱ 専務取締役 矢 島 泰 市  


㈱堀場製作所 代表取締役副社長 石 田 耕 三 


㈱ヤマダコーポレーション 取締役社長 山 田 豊 雄 


住友ゴム工業㈱ 取締役常務執行役員 田 中 宏 明 


東洋ゴム工業㈱ 取締役相談役 片 岡 善 雄 


㈱ブリジストン 執行役員 森 本 芳 之 


横浜ゴム㈱ 取締役専務執行役員 山 下  隆 


出光興産㈱ 代表取締役社長 天 坊 昭 彦 


コスモ石油㈱ 常務取締役 寿 賀 清 三 


昭和シェル石油㈱ 執行役員 伊 藤 智 明 


新日本石油㈱ 代表取締役副社長 松 村 幾 敏 


東燃ゼネラル石油㈱ 中央研究所 所長 西 村 純 一 


愛知製鋼㈱ 取締役会長 森 田 章 義 


JFE スチール㈱ 代表取締役社長 馬 田  一 


㈱神戸製鋼所 常務執行役員 川 田  豊 


新日本製鐵㈱ 技術開発本部部長 谷 口 裕 一 


住友金属工業㈱ 取締役副社長 戸 崎 泰 之 


大同特殊鋼㈱ 前顧問 吉 田 英 穂 


日新製鋼㈱ 取締役会長 小 野 俊 彦 


新東工業㈱ 代表取締役副会長 平 山 正 之 


㈱牧野フライス製作所 取締役社長 牧 野 二 郎 


㈱明電舎 取締役社長 稲 村 純 三 


新神戸電機㈱ 執行役社長 臼 井 正 信 


パナソニック㈱エネジー社 取締役社長 野 口 直 人 


㈱ジーエス・ユアサコーポレーション 取締役社長 依 田  誠 


ＮＴＮ㈱ 取締役会長（兼）社長 鈴 木 泰 信 


㈱ジェイテクト 取締役副会長 吉 田 紘 司 


日本精工㈱ 相談役 関 谷 哲 夫 


㈱不二越 取締役会長 井 村 健 輔 


旭硝子㈱ 代表取締役兼社長執行役員 石 村 和 彦 


セントラル硝子㈱ 取締役会議長 中 村 禎 良 
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会 社 名 役 職 名 氏 名 


日本板硝子㈱ 代表取締役会長 出 原 洋 三 


日本ペイント㈱ 代表取締役社長 松 浦  誠 


BASF コーティングスジャパン㈱ 取締役社長 島崎アレハンドロ 


東北電力㈱ 取締役社長 高 橋 宏 明 


東京電力㈱ 取締役会長 勝 俣 恒 久 


中部電力㈱ 代表取締役社長 三 田 敏 雄 


北陸電力㈱ 代表取締役社長 永 原  功 


関西電力㈱ 取締役社長 森   詳 介 


中国電力㈱ 取締役社長 山 下  隆 


四国電力㈱ 取締役社長 常 盤 百 樹 


九州電力㈱ 取締役社長 眞 部 利 應 


パナソニック㈱ 代表取締役副社長 北 代 耿 士 


三洋電機㈱ 常務執行役員 伊 藤 正 人 


コマツユーティリティ㈱ 取締役会議長 渋 谷 武 男 


TCM㈱ 取締役会長 石 木 厚 重 


㈱豊田自動織機 取締役会長 石 川 忠 司 


日本輸送機㈱ 取締役社長 裏 辻 俊 彦 


フォードジャパンリミテッド 代表取締役社長 ランディー・クリーガー 


富士通テレコムネットワークス㈱ 取締役社長 中 村  隆 


ヤマテ工業㈱ 代表取締役社長 長 橋  隆 


沖電気工業㈱ 取締役社長 篠 塚 勝 正 


田中電気㈱ 代表取締役社長 田 中 良 一 


㈱東芝 取締役会長 岡 村  正 


日本電気㈱ 代表取締役執行役員社長 矢 野  薫 


富士通㈱ 取締役社長 黒 川 博 昭 


富士通テン㈱ 代表取締役社長 勝 丸 桂二郎 


古河電気工業㈱ 取締役会長 石 原 廣 司 


㈱東海理化 取締役副社長 木 下 賢 一 


㈱ショーワ 取締役副社長 前 川 泰 久 


㈱サイバー・ソリューションズ 取締役社長 キニグレンマンスフィールド 


㈱アクアキャスト 代表取締役社長 清 水  眞 


㈱ミツバ 代表取締役社長 阿久戸 庸 夫 


㈱小野測器 代表取締役社長 小 野 雅 道 


㈱三菱総合研究所 常務執行役員 本 多  均 


㈱ニックス 取締役社長 青 木 伸 一 


㈱東京アールアンドデー 取締役社長 小 野 昌 朗 


㈱田中貴金属工業 代表取締役社長 岡 本 英 彌 


㈱テクノバ 代表取締役社長 吉 田 元 治 


あいおい損害保険㈱ 取締役社長 児 玉 正 之 


アイシン・エイ・ダブリュ㈱ 取締役副社長 塚 本 一 雅 


岩谷産業㈱ 代表取締役社長 牧 野 明 次 


㈱ゼロスポーツ 代表取締役 中 島 徳 至 


日本信号㈱ 代表取締役会長 西 村 和 義 


㈱光岡自動車 


㈱共和電業 


三菱ふそうトラック・バス㈱ 


㈱アドヴィックス 
㈱新エィシーイー 


代表取締役社長 


代表取締役社長 


取締役会長 


代表取締役社長 


常務取締役 


光 岡 章 夫 


高 木 瑞 夫 


鈴 木 孝 男 


齋 藤 治 彦 


青 柳 友 三 
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 (1) 役員名簿 


 


理事（48 名），監事（2名） （平成 21 年 3 月 31 日現在） 


役 名 氏 名 所 属 及 び 役 職 名 


理 事 長 青木  哲 本田技研工業㈱ 取締役会長 


副理事長 名尾 良泰 （社）日本自動車工業会 副会長・専務理事 


〃 深谷 紘一 ㈱デンソー 取締役副会長 


〃 木村  滋 東京電力㈱ 取締役副社長 


〃 小林 敏雄 （財）日本自動車研究所 所長 


理 事 細井  行 いすゞ自動車㈱ 取締役社長 


〃 鈴木  修 スズキ㈱ 取締役会長・社長 


〃 
箕浦 輝幸 


張 富士夫 


ダイハツ工業㈱ 取締役社長 


トヨタ自動車㈱ 代表取締役会長 


〃 小枝  至 日産自動車㈱ 相談役名誉会長 


〃 蛇川 忠暉 日野自動車㈱ 相談役 


〃 山内  孝 マツダ㈱ 代表取締役社長 CEO 


〃 益子  修 三菱自動車工業㈱ 取締役社長 


〃 信元 久隆 （社）日本自動車部品工業会 会長 


〃 三野 哲治 （社）日本自動車タイヤ協会 会長 


〃 遠山 敬史 パナソニック㈱ システムソリューションズ社  社長 


〃 大沼 邦彦 ㈱日立製作所 代表執行役 執行役副社長  


〃 渡  文明 新日本石油㈱ 代表取締役会長 


〃 黒田 道雄 成蹊大学 名誉教授 


〃 吉本 堅一 東京大学 名誉教授 


〃 香川  順 東京女子医科大学 名誉教授 


 大聖 泰弘 早稲田大学 教授 


〃 小野桂之介 中部大学 教授 


〃 河野 通方 東京大学 教授  


〃 永田 勝也 早稲田大学 教授 


〃 藤本 隆宏 東京大学 教授 


〃 岡田 雅彦 関西電力㈱ 副本部長 


〃 遠藤 幸雄 東北電力㈱ 常務取締役 


〃 久米 雄二 中部電力㈱ 常務取締役 


〃 藤井  浩 中国電力㈱ 取締役副社長 


〃 中山  眞 （社）日本電機工業会 会長 


〃 中山 栄治 三菱電機㈱ 常務執行役 


〃 本間  充 （社）電池工業会 会長 


〃 井上 直行 ㈱ジーエス・ユアサパワーサプライ 常務取締役 


〃 豊田 鐵郎 ㈱豊田自動織機 取締役社長 


〃 高木 善弘 日本輸送機㈱ 常勤監査役 


〃 藤江 一正 日本電気㈱ 特別顧問 


〃 宮下 正雄 沖電気工業㈱ 常務取締役 


〃 森安 俊紀 ㈱東芝 執行役上席常務 


〃 青木  隆 富士通㈱ 経営執行役 


〃 中野 耕作 古河電気工業㈱ 取締役兼執行役専務 


〃 辻  喜博 矢崎総業㈱ 取締役副社長 


〃 杉浦 精一 （財）日本自動車研究所 専務理事 


〃 黒田 哲平 （財）日本自動車研究所 常務理事 


〃 田中 利明 （財）日本自動車研究所 


〃 岸田 栄二 （財）日本自動車研究所 


〃 半田  茂 （財）日本自動車研究所 


〃 吉田  泰 （財）日本自動車研究所 


   


監 事 森  郁夫 富士重工業㈱ 取締役社長 


〃 山内 康仁 アイシン精機㈱ 取締役社長 








副理事長
（所長）


専務理事
常務理事
理事


渉外・業務部　　システム管理室　　審査部
審査管理Gr.


審査登録センター


JNXセンター


渉外Gr．　　業務Gr．
渉外・業務室


経理Gr．　　財務Gr．
経理・財務室


人事Gr．　　総務・広報Gr．　　購買Gr．
施設 Gr．　　STC 管理 Gr.


総務部


企画・事業化Gr．　研究推進Gr．　電算システムGr．
企画・管理部


企画・研究Gr．　　標準化Gr．
ITSセンター


企画・実証Gr．　　標準化Gr．　　性能研究Gr．
安全研究Gr．


FC・EVセンター


社会・経済研究室


人間工学研究Gr．　運転支援研究Gr．　車両実験Gr．
予防安全研究部


衝突安全Gr．　　安全評価Gr．
安全研究部


健康影響Gr．　　環境評価Gr．　　計測・化学分析Gr．
エネルギ・動力Gr．　　環境実験Gr．


エネルギ・環境研究部


市場開発Gr．　　運用サービスGr．







<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice





